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【平成20年・前期学期・マクロ経済学I・課題２】
· 締切：平成20年6月3日　講義開始時

【問1】 投資と資本について次の問に答えなさい。

(1) 　投資の二重効果とはどのようなものか説明しなさい。

(2) 　投資と資本ストックの関係を（言葉で）説明しなさい。

(3) 　投資の誘因について説明し、独立投資とはどのような投資か説明しなさい。
(4) 　ある年の期首の資本ストックが600億円であった。資本減耗率が0.5％であり（δ＝0.005）、今期の投資が100億円であった（I=100）場合、次の期の期首における資本ストック量はいくらになるか？

【問2】 次のようにある国のマクロ経済が民間部門からのみなる場合について後の問に答えなさい。
消費関数：C=0.6Y+40
投資関数(独立投資のみ)：I＝200

(ただし、YはGDPもしくは国民所得である)
(1) 　基礎消費とは何か、言葉で説明し、その値を示しなさい。
(2) 　限界消費性向とは何か、言葉で説明し、その値を示しなさい。

(3) 　独立投資とは何か、説明しなさい。

(4) 　この経済における総需要関数(AD)を示しなさい。

(5) 　この経済における均衡条件を示しなさい。

(6) 　この経済における、均衡国民所得を計算し、45度線グラフに経済の状態を描きなさい。
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